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令和４年度 消防団合同訓練 

「規律訓練及び機関ポンプ取扱訓練」 

きさポンからのお願い 
  金田分署では、定期的に「消防だより」を発行し、季節ごとの防災に関する情報や、消防職

員・消防団員の訓練風景、金田分署からのお願いなどをお知らせして参ります。なお、消防

団は地域における消防防災のリーダーとして、平常時、非常時を問わずその地域に密着し、

住民の安心と安全を守るという重要な役割を担っている存在で、随時新規団員を募集して

います。興味のある方は当消防本部の警防課消防団係までご連絡下さい。木更津市消防団

には地域の皆さんの力が必要です。また、金田地区各所で災害に対応した消防訓練などを

行わせていただくことがあります。ご理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

（警防課 消防団係 0438-23-9184） 

自然災害に備えた資器材取扱訓練！ 

 昨今甚大な被害をもたらす自然災害に備え、消防団第６分団及び第４分団が資器材取扱訓

練を実施します。この訓練では、エンジンカッター、チェーンソーの取り扱い方法および使

用時の注意点等についての訓練を実施します。 

きさポン  

 令和４年５月２２日、金田分署において火災に備えて消防ポンプ運用技術の習得と、規律の保持

を図るために、消防団第６分団及び第４分団が合同で「規律訓練及び機関ポンプ取扱訓練」を開

催しました。消防署では防災の三要素である公助・共助・自助を充実をさせるため、今後も地域の

防災機関と連携し、防災力の底上げに尽力致します。 

 夏場は海や川などの水場に行くことが多い季節です。水場に行くときには必ずラ

イフジャケットを着用しましょう。「泳ぎは得意だから大丈夫」「少しの間だから大丈

夫」と過信するのではなく、必ずお子様から大人の方まで全員が着用しましょう。 

 消防署金田分署では、これからの暑さに負けない体を作るために防火衣を着装

しての訓練や広い敷地を利用して他署と合同で火災を想定した熱い訓練に励ん

でいます。見かけた際は皆様からの熱い声援をお願いします。 



出典：厚生労働省ホームページ「熱中症予防のための情報・資料サイト」より引用 

救急車の数には限りがあります。生命の危機に瀕し

て救急車を本当に必要としている人のために、不要

な救急要請はご遠慮ください。 

  

 現在、木更津市では６台（夜間は５台）の救急車

が運用されています。潮見の本署に２台（夜間は１

台）、金田地区、波岡地区、富来田地区、清川地区

にそれぞれ１台ずつ配備されています。１１９番通

報すると、要請地点の一番近くの消防署から救急車

が出動する仕組みになっており、例えば要請地点が

潮見であれば、本署から出動した救急車が迅速に現

場に到着することができます。しかし、本署の救急

隊が出動してしまっていた場合は他の地区から出動

することとなり、傷病者が重症だった場合それだけ

時間が余計に掛かることで、生命の危険が高まるこ

ととなります。また、木更津市の救急車が全て出動

してしまうと近隣の君津市や袖ケ浦市から救急車が

出動することとなり、現場への到着は大幅に遅れま

す。 

昨年度、木更津市では救急要請の53.5％

が軽症者によるものです。 

 救急車は無料だから、夜間休日で病院が診察していない

から、交通手段がないからといった理由で不要な救急要請

を行う人が増えています。それだけ市民の方にとって消防

を身近に感じていただけるようになったのかもしれません

が、不要な救急出動が増えれば、本当に救急車を必要とし

ている人の元に迅速に救急車が向かう事が出来ません。無

闇に不要な救急要請を行うことが、苦しんでいる誰かの命

を奪うことに繋がるかもしれません。逆に不要な救急要請

を行わないことが間接的に本当に救急車を必要としている

人の命を救うことになるのではないでしょうか。 

救急車の適正利用をお願いします。 

・突然、片方の腕や足に力が入らなくなる    

・突然の激しい頭痛 ・ろれつがまわらない   

・胸が締め付けられるような痛みが続く     

・突然の胸の激痛  ・顔が青白い、冷や汗   

・急な息切れ、呼吸困難 

このような時はすぐに１１９番へ！ 

 気象庁は６月２７に関東の

梅雨明けを発表しました。こ

れは平年より２２日早く、１

９５１年の統計開始以来１番

早い梅雨明けです。梅雨明け

後は、本格的な気温の上昇に

伴って熱中症に罹るリスクが

高まります。右に熱中症の症

状と、その対処法を掲載しま

した。  

 年齢を重ねると、暑さや喉

の渇きを感じづらくなるた

め、熱中症に罹患しやすくな

ります。喉が渇いたと感じる

前にこまめに水分補給をしま

しょう。また、炎天下での屋

外活動は控えてください。エ

アコンの風が苦手な方も中に

はいらっしゃるかもしれませ

んが、適度な使用は熱中症を

防ぐ上で大変効果的なので、

ぜひ有効活用してください。

熱中症は日中だけではなく夜

間にも発症します。無理はせ

ずに体調管理には十分注意し

熱中症に注意！ 


